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団員投稿「池辺晋一郎先生の記事から」Ｂ上田さん。
　７／３日本経済新聞の夕刊文化欄での、懐かしき先生の記事が沼さんから届きました。今度こそは久しぶりで先生のだじゃれを拝見できるのかなと思っていたのですが、それは無かったのです。・・・３回に分けて掲載していただきます。今年古希を迎える作曲家の池辺晋一郎さんは、精力的に新作を発表している『より巨大なテ－マである「人間と自然」に挑んでいる』と話す。
「僕は作曲家にしては社会的な発言が多いと言われる方で、反戦や反核の活動にも口を出してきた。個と言う存在がどう社会に関わるか。それが生きる上でのテーマでもあり、音楽でも示してきた。ところが2011年の東日本大震災で大きく変わってしまった。人間は孫悟空のような存在で、結局は大自然というお釈迦様の掌にしかいられない。立ち向かうことすらできない。別の言い方をすれば、個も社会も大自然の中の粒子のようなものなのだ。」

「今年３月に神奈川フィルハーモニー管弦楽団が初演した交響曲第８番「大地／祈り」、東京オペラシティに委嘱された交響曲第９番（９月初演）はまさに自然と人間の関わりがテーマだ。阪神大震災や中越地震が起きた時にも鎮魂や追悼のための作品を書いたが、今回の交響曲はそれとは違う。東日本大震災で人間とはどういう存在なのだろうと考えさせられたことを表したい。」次号に続く。


練習状況　８月３日(土)


「もう仕上げみたいやな」と誰かが確かにつぶやいていました。「水のいのち」歌いごたえがあります。


和田先生のＶＴは来年への課題。ＢＲＲＲ―に始まってジラーレ「とさかに響かせて」。その後始めて「ドミソドミソ」とアップして「ファレシソファレド」と下ってくる音階練習をしました。うまく歌えるとジェットコースターのようで、快感です。


その後の我慢の筋肉ｐｐｐのハミングもすべてヴォイスコントロールの修行。「水のいのち」に個人個人の努力が実っていくようにしましょう。


　今日は「川」の音取り、確認のパート練習から。ベースさん達は公民館で福井雅志先生の指導を受けてきました。


「最初の<（強いアクセント）がついた”なぜさかのぼれないか“はどう歌いますか。」と貞松先生の質問。


皆色々答えましたが、先生は「息の流れの速さが最も速い歌い方です。」と言われました。なるほど発声が鋭くなりました。


Ｐ１９下段「いらだちー」の直後にある八分休符は、皆が揃ってぴしっと切り、「まこと」を決める役目があります。「川」の歌詞の中で強調される言葉は「こがれる」です。何カ所もある「こがれ」をくっきりさせる。Ｐ２２の下段「かたーち」とクレッセンドする箇所は「ちー」と押さないで引く等言葉のかたまりを意識する指示がありました。


「１雨」「２水たまり」の復習をしました。「水たまり、にあるスタッカート付き音符は全部同じ強さではなく、ここにも強弱はあります。」とのことです。Ｐ１３の上段「みずたまり」の「り」の押しかたは、





諸連絡その２


○練習諸注意：岡団長：記入鉛筆を買いました。私語を止め先生の指示を書き取め集中するためです。活用してください。


○記念品贈呈：岡団長：前指揮者森岡先生の後任として、歌い手として在籍しておられた貞松道人先生に指揮者に就任していただいて10年目となりました。この間和田先生・井関先生も貞松先生と共にこの団を導いてくださいました。ささやかながら３人の先生に記念品を贈り感謝したいと思います。また副団長福井さんには１８年のご尽力に記念品を贈ります。（練習会場満場の拍手）。





９月7日・作成責任　古畑　等














シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のIDでお入りください。








「うみ」はアクセントでなくテヌートだからぶつけて引く歌い方ではない。「よ」に入って引いていくとき声質を美しくして雰囲気をかえます。


Ｐ４６上段「全曲ではじめてここで“水のいのち”という言葉が出てきます。大切に」Ｐ４７下段。「のぼーれ・・」の始まりは響きの美しい声質でしかもＰＰです。（和田先生のご指導が生きます）次第にクレッセンドで、Ｐ４８下段ｍＦではテノールが盛り上げてＰ４９のＦＦへ持って行ってください。


練習状況　８月３１日（土）


　今日は全員がリハ室集合でした。和田先生がアルトからの希望者個人レッスン。その後和田先生、すっごい。椅子とピアノを支えにして腹筋で９０度です！「腹筋が大事ですよ」と発声練習です。ＡとＳを鍛えてくださいました。


　練習曲は、まずパート練習で「水のいのち」全部。パートによっては「こきりこ」「震災組曲」のおさらい。


　集合してまず「こきりこ」。コキリコは山崎さん、棒ササラは芝田さん、ササラは西浦さん（７日・８日参加）。ご苦労様です。


つづいて「水のいのち」の「雨・水たまり」を歌いました。


貞松先生の再三の指示は、どの曲にも通じますが、言葉の固まりの頭の発音に気をくばって、それに続く音は押さないことです。


「こきりこ」の中の「ゆきが」も、「水のいのち」の中の、「すべて、立ちすくむ」の場合も、後ろに音が上がっていくとしても高い音だからと音量を大きくしないことです。「思いのほか“水のいのち”のできあがりが早いですが、私はもっとじっくり仕上げたいです。」と貞松先生は言われます。歌詞は早く覚えてもそれで油断せず、すみずみまで気を配りたいです。（東混をお手本に・・少々目標高いかな）





団ＨＰより：ジョイフェスタ50～1000人の「水のいのち」を聞いて さん 2013年 08月 12日 21時 30分 20秒 


参加された皆さん、お疲れ様でした。とんだばやし混声合唱団にとって、大阪府合唱連盟加入後、初めて参加する行事。新フェスティバルホ－ルの見学を兼ね、客席から聞かせていただきました。幸いにも前から3列目の席。指揮者の息づかいを間近に感じつつ、声こそ出しませんでしたが、ステ－ジの1000人のメンバ－とともに、心の中で歌わせていただきました。


ただ残念だったのは、余りに席が前過ぎて、参加された全員の顔が見えなかったこと。最後列の貞松先生と岡団長のお顔がはるか遠くに見えたぐらいでした。企画・準備から本番まで3年をかけたという高校合同などの演奏に比べると、緻密なまとまり感・表現という点での不十分さは否めませんが、それを超える熟練者による合唱団としての何かがありましたね。オンステ－ジされたメンバ－は、おそらくこれまでどこかの合唱団で、誰かの指揮で歌っておられる方々がほとんどでしょう。それまで一人ひとりが積みあげてきたこの曲への思いをベ－スにしながら、ほんのわずかの練習で、かつ本番の一瞬一瞬で、指揮者の音楽を感じ取って歌っておられるように感じました。


第1曲「雨」の男声ハミングは、こんなに大きく響かせていいの？同じパ－トで前列と後列とであれだけはなれているために、部分的にズレて声が聞こえてくるなどなど、気になるところはあるものの、第5曲「海よ」のクライマックス、1000人の声で「おお　海よ」は感動そのものでした。とにかく1000人＋ピアニスト＋指揮者、加えて、心の中で歌っていたであろう観客とで作り上げた圧巻の演奏でした。それをなし得たのも、この楽曲が持つ“音楽の力”なのでしょう。と同時に、大阪の合唱人パワ－、府合唱連盟の組織マネ－ジメント力をあらためて感じた一日でもありました。大阪府合唱連盟創立50周年記念という節目の年に加盟。かつ高田三郎生誕100年の年に、1000人で「水のいのち」を歌う。来年は組曲「水のいのち」誕生50年。参加された皆さん、この貴重な体験を、ぜひ合唱団のこれからに生かしてください。Ｔ：おかだ














フェスティバルホールの舞台





団ＨＰより：ジョイフェスタ50 さん 2013年 08月 11日 19時 15分 04秒 


出演された皆さん、お疲れ様でした。1000人の舞台、なかなかでしたね。演奏の出来映えは分かりませんが、出演者としては、なかなか良い思い出となる舞台でした。しかし、よく1000人乗れましたよね。もう限界くらいでしたね。司会者のコメントにもありましたが、須賀敬一先生指揮の水のいのちの1000人の合唱inフェスティバルホールは二度とないことでしょう。今年、大阪府合唱連盟に加盟して本当に良かったです。さあ、次は貞松音楽の水のいのちです。この曲をもっともっと味わい尽くしましょう。またお客さまからご高評をいただけるように。おかつよし。（右の写真は山崎さん撮影・約400名です）








９月です。定演ＤＶＤをご覧になった方も多いでしょう。今年はもう次の演奏会の企画に花が咲いています。さて当面はまずコーラスフェスティバルです。「こきりこ」をもう一度聴きたいというお客様の声に応えられるよう、気を引き締めて歌いたいですね。





「ま―」から急激に強くして「り」だけを爆発させないように。Ｐ１３。から１４の


フォルテの箇所で最も強調された言葉は「どろ」です


８月１１日(日)ジョイフェスタ参加しました　


　新装なったフェスティバルホール。シャンテ屋は出演まで３階後列で鑑賞しました。舞台の音がきちっと最後列まで届き、残響は３秒近く。巨大ですばらしい音響空間です。当団有志は「水のいのち」に三十一人参加しました。詳細は別欄の岡団長と岡田さんのご感想をお読みください。


練習状況　８月１７日（土）


　公民館で６時からＴが、ＳＡＢはすばるホールでそれぞれパート練習。第４曲「海」、第５曲「海よ」の音取り。


Ｔは奥野真美さんのお世話をいただきました。ありがとうございます。


８時３０分。貞松先生が駆けつけてくださってアンサンブル。井関先生に代わって河合さんのピアノで音あわせでした。河合さん感謝します。以下は貞松先生の主な指示です。


　全体にかかわって「岡団長が準備された鉛筆を活用しましょう。注意事項を楽譜に書いてください。またこの組曲は指揮をよく見てください。」


「海」の練習開始。まずＰ３４．下段ＦＦから「見なさい」「これを見なさい」では、「さい」を押さない、引っ張らないこと、「これを」の入りを遅れないこと、


「最初のハミングも同じように」。Ｐ３１、下段「しかし」の「し」は短く切って、「すべて・・」のＦを活かす準備をすること。Ｐ３５上段ＳとＡが「といいたげに」と歌うのでそれを男声は消さないように。Ｐ４２。「おお」の入りは２拍きちんと数えて「お」「お」ふたつともＦＦ。





諸連絡


○定演関連：ＤＶＤ・ＶＨＳテープ・ＣＤが販売中（井関先生まで）。写真販売（楢崎さんまで）


○定演会計：会計報告（寺野さん）今回黒字決算でした（別紙参照）。なお団長提案。本会計が厳しいので定演会計から１０万円を本会計へ引き当てて、年度末に返せるようなら戻します。（練習参加者が拍手承認）


○練習計画（公民館利用）：岡団長：毎月第１・第３土曜は公民館利用できますが、第５土曜は使いません。














演奏会のお知らせ


○堺シティオペラ第28回定期公演オペラ「ロメオとジュリエット」（井関優介さん出演）


9月７日（土）15時開演／８日（日）14時開演。場所：堺市民会館大ホール


　Ｓ席 12,000円  Ａ席 10,000円  Ｂ席 8,000円　Ｃ席  4,000円  Ｄ席  1,000円


○太田真紀・松村多嘉代ＤＵＯリサイタル


　9月22日(日)14時開演。場所：ＳＡＹＡＫＡホール（大阪狭山市駅下車）一般2000円。チケット担当Ｔ古畑。


○富田林高校ももせ合唱団第4回演奏会


10月27日(日)14時開演。場所：すばるホール。
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